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まえがき＝阪神大震災以降，地震時の建築構造物の応答
を低減させ，建築構造物の損傷を回避するための制震デ
バイスの研究が多数行われている1）～4）。地震時の建築構
造物の振動を吸収するためのダンパについては以下の形
本研究では，極軟鋼の問題点を補い，代替可能な金属

材料として超塑性特性を有する Zn-Al 合金に着目し，そ
の特性を利用した制震デバイスを開発した。超塑性 Zn-
Al 合金は，塑性変形時に加工硬化が少なく，歪み劣化
し難い特性を有している。しかし，加工硬化が少ないこ
とから，塑性変形が局所的に進行し，所要の塑性変形荷
重がえられないだけではなく，局所破断に至る問題点も
有している。そこで，加工硬化の少ない Zn-Al 合金を有
効に塑性変形させるための構造としてせん断変形型に着

目し，地震時の振動において安定した変位－荷重ヒステ

リシス特性を有し，地震後の破損のない制震デバイス（メ
インテナンスフリー）を実現している。
なお，常温高速超塑性合金の制震デバイスへの展開は

㈱竹中工務店技術研究所基礎研究部，同社大阪本店設計
部の協力をえて実施した。
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Displacement　　m　×10




